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資料５ 

湖 危 第 4 7 号 

令 和 ４ 年 ( 2 0 2 2 年 )４ 月 ８ 日 

 

 

 行政事務取扱委員 様 

 

 

湖南市長 生 田 邦 夫 

 

 

湖南市安全なまちづくり自主活動支援事業補助金について（連絡） 

 

 

 平素は、市行政にご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

 さて、標記の補助金の申請について、内容をご確認の上ご検討いただき、申請される場合

は、５月 31 日（火）までに下記の書類を危機管理・防災課へご提出いただきますようお願

いいたします。 

 なお、各区１回限りの補助金となりますので、過去に申請していただいている区につきま

しては、対象になりませんのでご注意ください。 

 

記 

 

１． 補助金交付申請書 

２． 事業計画書 

３． 事業収支予算書 

 

 

 

問い合わせ先 

 湖南市危機管理局危機管理・防災課 

  担当 清水・長井 

  TEL：0748-71-2311 

  FAX：0748-72-2000 

  Mail：kikikanri@city.shiga-konan.lg.jp 
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湖南市安全なまちづくり自主活動支援事業補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この告示は、地域において安全なまちづくりの実現に向けて自主的に活動する団

体（以下「自主活動団体」という。）に対し、その活動に要する経費について、予算の

範囲内で補助金を交付するものとし、その交付に関しては、湖南市補助金等交付規則

（平成16年湖南市規則第44号。以下「規則」という。）に規定するもののほか、この告

示に定めるところによる。 

（補助対象団体） 

第２条 補助金の交付対象となる自主活動団体は、次に掲げる団体で市長が適当と認める

ものとする。 

(1) 区、自治会等の地域住民で構成する自主活動団体 

(2) その他市長が適当と認める公共的団体 

（補助対象事業等） 

第３条 補助対象事業は、前条に規定する自主活動団体が、次に掲げる活動のうち３つ以

上の活動について具体的な活動計画を策定し、実施する事業とする。 

(1) 地域におけるパトロール活動（第８号及び第９号の活動を除く。） 

(2) 防犯診断活動 

(3) 防犯灯の点検活動 

(4) 防犯器具のあっせん又は配布 

(5) 玄関灯の点灯運動 

(6) 防犯教室又は講座の開催 

(7) 地域安全マップ等の作成 

(8) 通学路における安全指導 

(9) 通学路、公園等の安全点検 

(10) 防犯に関する広報及び啓発活動 

(11) 防犯機器の設置 

(12) その他安全なまちづくりに関する自主的な防犯活動 

２ 補助対象経費は、別表のとおりとする。 

３ 補助金の交付は、一つの自主活動団体につき１回限りとする。 

（補助金の額及び限度額） 

第４条 補助金の額は、補助対象経費の２分の１以内とし、10万円を限度とする。 

（交付申請書の添付書類） 

第５条 規則第３条に規定する補助金交付申請書に添付する事業計画書は、湖南市安全な

まちづくり自主活動支援事業補助金事業計画書（様式第１号）によるものとする。 
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（交付決定） 

第６条 市長は、前条の申請書の提出があった場合において、その内容を審査し、適正で

あると認めたときは、規則第６条に規定する交付決定通知書により当該交付申請のあっ

た自主活動団体に通知するものとする。 

（事業の変更等） 

第７条 前条の規定により補助金の交付決定を受けた自主活動団体は、当該補助事業の内

容を著しく変更しようとするとき又は当該補助事業を中止若しくは廃止しようとすると

きは、湖南市安全なまちづくり自主活動支援事業補助金事業変更（中止・廃止）承認申

請書（様式第２号）を提出し、あらかじめ市長の承認を得なければならない。 

（実績報告） 

第８条 補助金の交付決定を受けた自主活動団体は、補助事業が完了したときは、速やか

に湖南市安全なまちづくり自主活動支援事業補助金事業実績報告書（様式第３号）に関

係書類を添えて市長に提出しなければならない。 

（補助金の額の確定） 

第９条 市長は、前条の実績報告書の提出があったときは、その内容を審査し、適正と認

めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、規則第14条に規定する確定通知書により

自主活動団体に通知するものとする。 

（補助金の交付） 

第10条 前条の通知を受けた自主活動団体は、補助金の交付を受けようとするときは、規

則第16条に規定する補助金等交付請求書を市長に提出しなければならない。 

（補助金に係る帳簿等の保存年限） 

第11条 補助金の交付を受けた自主活動団体は、補助金に係る帳簿及び証拠書類を、当該

補助事業の完了した日の属する年度の翌年度から５年間保存しなければならない。 

（その他） 

第12条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この告示は、平成31年４月１日から施行する。 
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別表（第３条関係） 

 補助対象経費の内容等 

活 動 補助対象 

地域におけるパトロール活動 

通学路における安全指導 

通学路、公園等の安全点検 

・帽子、ジャンパー、腕章、青色回転灯等 

・活動ボランティア保険 

防犯診断活動 

防犯灯の点検活動 

・強力ライト、乾電池、防犯ブザー等 

防犯器具のあっせん又は配布 

防犯に関する広報及び啓発活動 

・啓発広報ビラ、啓発用品（傷テープ

等）、立て看板、桃太郎旗等 

玄関灯点灯運動 ・実施地区統一の啓発シール等 

防犯教室又は講座の開催 ・講師、配布資料等に要する経費 

地域安全マップ等の作成 ・用紙、文房具、印刷等マップ作成に要す

る経費 

防犯機器の設置 ・非常通報装置、防犯カメラ、センサーラ

イト等（※） 

その他安全なまちづくりに関する自主的

な防犯活動 

・その他安全なまちづくり活動に必要と認

められるもの 

 備考 人件費、食糧費（活動時における飲料（お茶等）を除く。）、燃料費及び賞金又 

   は賞品に係る経費は、補助対象としない。 

 

 ※防犯灯は補助対象外となります。ご注意ください。 
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様式第1号(第3条関係) 

 

 

湖南市安全なまちづくり自主活動支援事業補助金交付申請書 

 

 

年  月  日 

 

 

  湖南市長    様 

 

申請者  住 所            

   氏 名                

 

 (法人にあっては名称及び代表者の氏名)  

 

 

     年度において湖南市安全なまちづくり自主活動支援事業について、標記補助金

         円を交付されるよう、湖南市補助金等交付規則第3条の規定により、

次の関係書類を添えて申請します。 

 

 

 

 

 関係書類 

 

 

  1 事業計画書 

 

 

  2 事業収支予算書 
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様式第１号（第５条関係） 

 

 

湖南市安全なまちづくり自主活動支援事業補助金事業計画書 

事業実施主体 

 

 

 

事

業

内

容 

事 業 名 

 

 

 

事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

事業効果 

 

 

 

 

 

 

 

実施年度 

 

年 度 

 

備  考 

 

 

 

 

補助対象経費 

 

                    円 

 

財

源

内

訳 

市補助金 

 

                    円 

 

自主財源 

 

                    円 

 

添付書類 

・計画内容のわかる書類（上記様式中に記入できない場合） 

・補助対象経費の内訳がわかる書類（見積書等） 

・工事の場合は、位置図、平面図 

・団体の規約 

・構成員名簿 
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事 業 収 支 予 算 書 

 
１ 収入の部 
 （単位：円） 

区    分 予   算   額 摘    要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
２ 支出の部 
  （単位：円）  

区    分 予   算   額 摘    要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         計 

 

 

 

 

 

 

 

 


